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8月31日、9月1日の2日間、南郷デイサービス門真では夏祭りが
開催されました。南郷デイ門真は午前・午後の2部制であるため
計4回実施されましたが、同じ南郷kad♡maの南郷ケアプランセン
ター門真からケアマネ―ジャーが全員参加してくれ、大東からも宮
中施設長 大峠事務長 中本介護長 迎課長 そして次長の私権
田が入れ替わりで参加し、皆様と一緒に楽しませていただきました。

9月に入り朝晩の涼しさをいくらか感じられるようになってきていますが、皆様は
お変わりなくお過ごしでしょうか？今月も残暑を吹き飛ばす様な勢いのあるニュー
スをお届けいたしますので、ぜひ読んでいただけたらと思います。

お祭りの最後に踊った盆踊りは、
毎回その日一番の盛り上がりを
みせてくれていました。「この歳に
なって盆踊りを踊れるとは夢にも思わなかった」と感動
されている方もおられ、職員の思惑以上の大盛況で、
大成功のうちにお祭りは幕を閉じました。

2日目午前の部には、
グループの蒼生病院より谷事
務長とリハビリテーション科・
地域医療連携室の寺井科長
も参加して下さり、南郷の職
員同様にお祭りを盛り上げて
いただきました。

蒼生病院 谷事務長、寺井科長も参加
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エレベーター内の掲示物、もうご覧いただき
ましたでしょうか？
扉が開いて乗り込んだ右側に、「蒼生福祉会
南郷の里」の各サービスを掲示しております。
南郷の里に無いサービスも、グループの蒼生
病院や、蒼の里でご対応できる場合もござい
ます。ご家族やご近所の方に是非紹介したい
等々、介護に関するご相談があれば、何なり
とお申し付けください。

9月8日特養南郷の里では夜間を想定した「消防避難訓練」
を、デイサービスセンター南郷の里でも地震・水害を想定し
た避難訓練をそれぞれ実施いたしました。
コロナで大々的な訓練は久しぶりということもあり、これまで
とは異なる緊張感が漂う中、火災発生時の通報・初期消火、
避難誘導という一連の流れを確認。数名のご利用者様にも
協力いただき、車椅子での避難誘導を体験いただきました。

地震・水害、消防避難訓練

デイサービスでも訓練の説明を皆さん熱心に聞き入っておられ、
自力歩行の方数名には利用者役に扮した職員と一緒に、垂直
避難を体験いただきました。

←特養での
消防避難訓練の様子

デイでの地震・水害避難訓練。
皆様に趣旨を説明する宮中施設長↓

訓練当日は夕方に職員全体会議があり、
防火管理者である大峠事務長から、当日の訓練時の様子と留意点について職員に
発信をしてもらいました。災害が起こって欲しくはありませんし、火災も起こさない
事が大前提ではありますが、万が一に備え日頃から準備しておくことの重要性を
実感した次第であります。

↑ 職員会議の様子

去る9月7日大東市社会福祉協議会より稲田課長様と堀越様が、
社会福祉士実習中の学生さんと共に南郷の里へお越しください
ました。これまでも南郷ができる地域支援ということで「親子
で介護サーキット」や「買い物ツアー」などを実施してきて
おりますが、今年度も『しあわせネットワーク活動支援事業』
と題した地域貢献事業の一環として、コミュニティソーシャル
ワーカーの育成や地域の居場所づくり、福祉避難所の確保に取り
組んでおられ、そのご相談でありました。南郷の里としても
今以上に何が出来るかを一緒に考えさせていただき、福祉避難所
としての登録や、具体的な内容は未だこれからですが地域の
居場所としてカフェの場所提供や、南郷ファームと称した畑を
作り地域の皆さんに開放するなど、考えるだけでワクワクする案がいくつか出ています。
今後内容が固まってくれば、その都度情報を発信しますので、
皆様にもワクワクしてお待ちいただけたらと思います。

新プロジェクト始動（？）

先日研修に出さしていただき、他市の特養のケアマネさんとお話し
する機会があり、その方から「面会はどうされていますか？」と質問
されました。そこの施設さんも南郷の里と同じ個室の特養だそうで
すが、未だに面会を再開できておらず10月頃から再開しようかと
検討中だそうです。
勿論南郷よりも自由に面会できる所もあるでしょうが、案外面会を
実施している施設は多くは無い様で、4人部屋の施設さんであれば
尚更難しい様です。
週に1回、お二人という制限付きではありますが、それでもなかなか
面会にお越しいただいていない方もあります。お忙しいとは思いま
すが、月に1回でも、お時間を作っていただけると幸いです。


